
   1頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時49分31秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0005751010 生涯学習課施設管理係

事務事業 02483 公民館施設管理事業 電話番号 0566-76-1515
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 002 ちから
分野別 007 １１生涯学習
施策の取組 004 市民の主体的な学びを支える環境づくり
事務事業 001 公民館施設管理事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

昭和56年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト ○
根拠法令等 安城市公民館の設置及び管理に関する条例

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 公民館の利用者が

目的 快適に施設を利用できるようにすることを目的としています。

手段 施設の利用に関する受付事務及び施設の維持に係る改修、修繕、委託事務を実施します。

事務内容 施設の利用に関する受付事務、施設の維持管理に関する事務

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 656,351 599,920 704,833
事業費 586,336 528,015 630,373
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 153,556 97,836 107,000
その他 69,199 50,726 89,861
一般財源 363,581 379,453 433,512

人件費計 70,015 71,905 74,460
正規（人） 10.45 9.85 10.20

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

施設の利用受付 施設の利用受付 施設の利用受付、施設
施設の適正な維持管理 の適正な維持管理を実

施設の適正な維持管理 を実施（主な内容） 施（主な予定）
を実施 北部公民館保全改修工 西部公民館駐車場用地

事（59,414千円） 購入費（13,155千円）【事務事業活動実績】
安祥公民館保全改修工 昭和林公民館保全改修
事（46,397千円） 工事（130,000千円）

IP27P040



   2頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（２/２）
15時49分31秒

評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0005751010 生涯学習課施設管理係
事務事業 02483 公民館施設管理事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

部屋利用率（利用部屋 0.00 47.00 45.00
数÷利用可能部屋数） ％

41.16 41.16 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 ２
理由 会議室の貸館は他にもありますが、地域の防災拠点でもあります。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 会議、研修、講座利用などニーズはあります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 ２

理由 部屋利用率は目標を下回っています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 各種委託業務等の事務を効率化し事務改善に取り組んでいます。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 生涯学習施設としての利用促進に努めています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
生涯学習施設として利用者が快適に利用できるように、また地域の防災拠点としても老朽化する施設の保全を図

採択っていきます。また、利用者目線に立った施設備品の選定や利便性を高める修繕等を適宜実施していきます。
令和７年度は、北部公民館や安祥公民館の保全等改修工事を実施しました。
令和８年度は、西部公民館駐車場用地購入や昭林公民館保全等改修工事を行う予定です。１次コメント

（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   3頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時49分31秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0005751010 生涯学習課施設管理係

事務事業 02484 市民会館施設管理事業 電話番号 0566-76-1515
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 002 ちから
分野別 007 １１生涯学習
施策の取組 004 市民の主体的な学びを支える環境づくり
事務事業 002 市民会館施設管理事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

昭和47年度事業期間 ～
実施方法 全部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト
根拠法令等 安城市民会館条例、安城市民会館条例施行規則

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 市民会館の利用者が

目的 快適に施設を利用できるようにすることを目的をしています。

手段 市民会館の管理運営を指定管理者へ委託し、施設の適正な維持管理を実施します。

事務内容 指定管理に関する事務、施設の維持管理に関する事務

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 113,019 86,723 214,299
事業費 111,009 82,343 209,919
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 111,009 82,343 209,919

人件費計 2,010 4,380 4,380
正規（人） 0.30 0.60 0.60

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

施設の管理運営を指定 施設の管理運営を指定 施設の管理運営を指定
管理者へ委託 管理者へ委託 管理者へ委託

施設の適正な維持管理 施設の適正な維持管理
施設の適正な維持管理 を実施 を実施
を実施 （主な実施内容） （主な予定）【事務事業活動実績】

プロジェクター修繕（ ＧＨＰ更新工事（120,
14,500千円） 000千円）
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   4頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（２/２）
15時49分31秒

評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0005751010 生涯学習課施設管理係
事務事業 02484 市民会館施設管理事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

会議室利用率 0.00 50.00 45.00
％

46.00 41.00 0.00

サルビアホール利用率 0.00 60.00 70.00％
64.00 72.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 ３
理由 ホールや会議室の貸館は他でも行われています。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 公演、発表会、講演会、販売会などのニーズは多くあります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 会議室は下回ったが、ホールの利用率は目標を上回る進捗です。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 指定管理者制度を導入しており、効率的な運営をしています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 民間企業の提案力やノウハウを生かして、水準を保っています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
平成27年度から指定管理者制度を採用し、更新後新たに令和５年度から５年間の指定管理者により実施しており

採択ます。利用率の低下にならないように指定管理者との連絡を密にし、事業の内容の確認、助言や指示を行ってい
ます。また、利用者が快適に施設を利用できるよう適切な維持補修等を実施するとともに、利用者サービス向上
に向けて継続的に指定管理者の管理運営のモニタリング及び指導を行っています。１次コメント
令和７年度はプロジェクター修繕を実施しました。令和８年度にはＧＨＰ更新工事を予定しております。（４００文字）
また令和７年度からは老朽化している市民会館の今後の在り方検討を実施しています。 予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   5頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時49分31秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0005751010 生涯学習課施設管理係

事務事業 02485 天文普及事業 電話番号 0566-76-1515
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 002 ちから
分野別 007 １１生涯学習
施策の取組 002 多様なニーズに応じた学びの機会の提供
事務事業 001 天文普及事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

昭和56年度事業期間 ～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト
根拠法令等

平成２８年度の事務事業の見直しにより、平成２９年度から以下の事業を統合しています。
・天文普及事業　・プラネタリウム投映事業 所属長名

担当者

備考

【事業分析】
対象 市民が

目的 天文の基礎知識を気軽に学ぶことができ、更に興味、関心を深めることができるようにすることを目的としてい
ます。

手段 幅広い年齢層を対象にした一般投映では広く天文普及を目指した番組を投映し、幼児や小中学生を対象にした団
体投映では未来を担う子どもたちに宇宙に関する興味を抱かせるとともに、学校の授業の理解向上に繋がる番組
を投映します。

事務内容 プラネタリウムの投映と番組更新及び天文普及に関する事務

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 56,810 42,391 46,039
事業費 52,790 36,551 40,199
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 29,294 28,256 30,323
一般財源 23,496 8,295 9,876

人件費計 4,020 5,840 5,840
正規（人） 0.60 0.80 0.80

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

一般投映の実施 一般投映の実施 一般投映の実施
（幅広い年齢層が観覧 （幅広い年齢層が観覧 （幅広い年齢層が観覧
できる番組） できる番組） できる番組）
団体投映の実施 団体投映の実施 団体投映の実施
（保育園、幼稚園、小 （保育園、幼稚園、小 （保育園、幼稚園、小【事務事業活動実績】
中学校等観覧者の年齢 中学校等観覧者の年齢 中学校等観覧者の年齢
に合わせた番組） に合わせた番組） に合わせた番組）
特別投映の実施 特別投映の実施 特別投映の実施
天体観望会の実施 天体観望会の実施 天体観望会の実施

IP27P040



   6頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（２/２）
15時49分31秒

評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0005751010 生涯学習課施設管理係
事務事業 02485 天文普及事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

一般投映及び団体投映 0.00 30,000.00 30,000.00
観覧者数 人

29,392.00 29,699.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 ３
理由 プラネタリウムの投映は他でも多く行われています。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 天文を楽しく学べる場としてニーズはあります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 ２

理由 目標を上回る観覧者数を達成することはできませんでした。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 専門知識を必要とする事業として委託し効率化を図っています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 近隣市と比較しても水準は保たれています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
市民が天文に対して興味を持ち、学ぶことができるプラネタリウムとして魅力ある番組選定を実施していきます

採択。また、天文に関する興味、関心、想いを啓発し、天文の基礎知識及び天文普及事業に対する探究心や知識を高
めるため、市民ニーズに沿った特別投映、天文観覧会などを委託業者に企画提案していきます。令和７年度は、
６月にプラネタリウムフェスタや、８月に七夕投映を実施し、集客の増加に取り組みました。引き続きプラネタ１次コメント
リウムの魅力や投映情報を広く市内外にＰＲし、観覧者数の増加を図っていきます。（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   7頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時49分31秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0005751010 生涯学習課施設管理係

事務事業 02486 安祥閣施設管理事業 電話番号 0566-76-1515
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 002 ちから
分野別 007 １１生涯学習
施策の取組 004 市民の主体的な学びを支える環境づくり
事務事業 003 安祥閣施設管理事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

昭和54年度事業期間 ～
実施方法 全部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト
根拠法令等 安祥閣の設置及び管理に関する条例

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 安祥閣の利用者が

目的 快適に施設を利用できるようにすることを目的としています。

手段 安祥閣の管理運営を指定管理者へ委託し、施設の適正な維持管理を実施します。

事務内容 指定管理に関する事務、施設の維持管理に関する事務

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 14,671 12,395 14,363
事業費 10,651 9,475 9,983
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 10,651 9,475 9,983

人件費計 4,020 2,920 4,380
正規（人） 0.60 0.40 0.60

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

施設の管理運営を指定 施設の管理運営を指定 施設の管理運営を指定
管理者へ委託 管理者へ委託 管理者へ委託

施設の適正な維持管理 施設の適正な維持管理
施設の適正な維持管理 を実施 を実施
を実施 （主な実施内容） （主な予定）【事務事業活動実績】

座布団、冷蔵庫の更新 排水弁取替修繕

IP27P040



   8頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（２/２）
15時49分31秒

評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0005751010 生涯学習課施設管理係
事務事業 02486 安祥閣施設管理事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

部屋利用率（利用部屋 0.00 30.00 33.00
数÷利用可能部屋数） ％

30.81 32.19 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 ２
理由 部屋の貸館は他でも多くありますが、茶室の貸館は少ないです。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 ２

理由 和室のみとなっているため利用が限定されます。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 部屋利用率は目標を上回ることができました。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 指定管理者制度を導入しており、効率的な事業運営をしています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 民間企業の提案力やノウハウを活かして水準を保っています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
平成１８年度より指定管理制度を採用しています。

採択和室限定の部屋使用ということもあり、お茶会などの利用はあるものの、利用率は伸び悩んでいる状況でしたが
、令和６年度からは新たな指定管理者により、集客力のある事業が実施されており、直近では利用率が改善して
います。１次コメント
また、施設施工より４５年以上が経過し老朽化する中で、公共施設等総合管理計画に基づく改修工事を含めた施（４００文字）
設の在り方を検討する必要があります。 予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   1頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時49分40秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0005751020 生涯学習課生涯学習係

事務事業 02487 生涯学習計画推進事業 電話番号 0566-76-1515
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 002 ちから
分野別 007 １１生涯学習
施策の取組 001 １１生涯学習　その他
事務事業 001 生涯学習計画推進事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成17年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト
根拠法令等 社会教育法第５条第１項第２号、第１３条、第１５条～第１８条

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 生涯学習推進計画が

目的 計画どおりに進捗します。

手段 令和3年3月に第4次安城市生涯学習推進計画を策定し、計画の進行管理・評価を定期的に実施する場として、社
会教育審議会に毎年度計画の推進状況を報告し、意見・提言を得る機会を設けます。
また、令和６年度、７年度には、次期生涯学習推進計画の策定業務を行います。

事務内容 生涯学習推進計画の施策・事業の進捗管理、関係部局の関連事業の調査
社会教育審議会の開催、社会教育委員の各種研修会・大会等への参加等
生涯学習推進計画策定業務（令和６年度、７年度）

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 9,696 10,329 6,161
事業費 3,666 3,759 686
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 3,666 3,759 686

人件費計 6,030 6,570 5,475
正規（人） 0.90 0.90 0.75

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

社会教育審議会におい 社会教育審議会におい 社会教育審議会におい
て、第４次生涯学習推 て、第４次生涯学習推 て、第４次生涯学習推
進計画の進捗状況報告 進計画の進捗状況報告 進計画の進捗状況報告

社会教育委員の各種研 社会教育委員の各種研 社会教育委員の各種研【事務事業活動実績】
修会・大会等への参加 修会・大会等への参加 修会・大会等への参加

次期生涯学習推進計画 次期生涯学習推進計画 生涯学習推進計画（生
策定のためのアンケー 策定 涯学習・スポーツ）の
ト調査を実施 各種施策の展開

IP27P040



   2頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（２/２）
15時49分40秒

評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0005751020 生涯学習課生涯学習係
事務事業 02487 生涯学習計画推進事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

生涯学習講座・教室の 0.00 7,500.00 7,700.00
受講者数 人

7,464.00 7,231.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 市の計画であり、他の事業主体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 計画を推進することで、市民の生涯学習の推進に繋がります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 ２

理由 年により増減があり、前年度と比較すると後退しています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 社会教育委員に研修会等に参加していただいています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 委員報酬は市の基準通りです。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
社会教育法に定められた社会教育委員は、市の社会教育に対して助言をする重要な役割があります。意見、提言

採択の場として、引き続き社会教育審議会の開催をしていきます。社会教育委員が県社会教育委員連絡協議会の研修
会等に参加するなどし、多様な生涯学習施策の情報や他市の生涯学習活動について情報交換する機会を設けるこ
とが重要となるため、研修機会確保の必要があります。１次コメント
また、令和７年度計画策定業務が終了したため、令和８年度から事業費及び人件費は減少していますが、令和８（４００文字）
年度から計画期間となる安城市生涯学習推進計画（生涯学習・スポーツ）の進捗状況を社会教育審議会において 予算の方向性
報告し、ご意見を伺うという役割もありますので、事業継続が必要です。

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   3頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時49分40秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0005751020 生涯学習課生涯学習係

事務事業 02489 生涯学習市民参画推進事業 電話番号 0566-76-1515
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 002 ちから
分野別 007 １１生涯学習
施策の取組 004 市民の主体的な学びを支える環境づくり
事務事業 004 生涯学習市民参画推進事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成13年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト ○
根拠法令等 社会教育法第５条第１項第６号、公民館の設置及び運営に関する基準第３条第１項

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 生涯学習に意欲のある市民団体が

目的 市と協働することにより、活発に活動できるようになります。

手段 市民団体が企画運営する講座を募集し、市と協働で市民企画講座を開催します。
自主グループが自ら主催する初心者向けの自主グループ主催講座を開催します。

事務内容 講座の募集、開講講座の審査・決定、講座開催の周知・ＰＲ、講座の開催等

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 5,804 5,348 6,413
事業費 1,784 968 2,033
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 38 36 75
一般財源 1,746 932 1,958

人件費計 4,020 4,380 4,380
正規（人） 0.60 0.60 0.60

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

市民企画講座を開催 市民企画講座を開催 市民企画講座を開催

自主グループ主催講座 自主グループ主催講座 自主グループ主催講座
を開催 を開催 を開催

【事務事業活動実績】
講座を生涯学習情報誌 講座を生涯学習情報誌 講座を生涯学習情報誌
で周知 で周知 で周知

地域学校協働活動準備

IP27P040



   4頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（２/２）
15時49分40秒

評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0005751020 生涯学習課生涯学習係
事務事業 02489 生涯学習市民参画推進事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

１年間に新たに活動を 0.00 15.00 15.00
始めた自主グループ数 グループ

22.00 27.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 市民団体の事業で、他の事業団体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 多くの団体、自主グループが活動しています。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 目標以上の自主グループが活動しています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 １

理由 講座の企画、運営は市民団体が実施しています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 団体が、時代などに即した講座を実施しています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
多様化する学習ニーズや社会的ニーズに柔軟に対応するため、市民自らが企画・運営し、市民同士で楽しみなが

採択ら、学び、教える生涯学習活動を目指すための重要な事業として本事業を実施していくことが必要です。
また、令和６年度までは地域学校協働活動準備に係る予算が含まれていましたが、令和７年度から学校教育課の
予算となったため、その分の事業費が減少しています。１次コメント

（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   5頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時49分40秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0005751020 生涯学習課生涯学習係

事務事業 02490 家庭教育・子育て支援事業 電話番号 0566-76-1515
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 002 ちから
分野別 007 １１生涯学習
施策の取組 002 多様なニーズに応じた学びの機会の提供
事務事業 002 家庭教育・子育て支援事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成17年度事業期間 ～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト
根拠法令等 社会教育法第５条第１項第７号、公民館の設置及び運営に関する基準第４条

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 子育て中の親が

目的 子育てに関する講座の受講や、親どうしの交流の機会を多く得ることができるようにします。

手段 よりよい家庭教育の推進、社会教育の観点から子育ての支援を図るため、家庭教育講演会や子育ち・親育ち広場
を開催します。

事務内容 家庭教育講演会における講師の選定・委託、開催
子育ち・親育ち広場の運営委託等

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 5,917 6,079 6,644
事業費 1,227 969 1,534
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 1,227 969 1,534

人件費計 4,690 5,110 5,110
正規（人） 0.70 0.70 0.70

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

家庭教育講演会の開催 家庭教育講演会の開催 家庭教育講演会の開催

ほのぼの広場、ほのぼ ほのぼの広場、ほのぼ ほのぼの広場、ほのぼ
のクラブの開催 のクラブの開催 のクラブの開催

【事務事業活動実績】

IP27P040



   6頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（２/２）
15時49分40秒

評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0005751020 生涯学習課生涯学習係
事務事業 02490 家庭教育・子育て支援事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

ほのぼの広場への参加 0.00 800.00 1,100.00
人数 人

770.00 1,064.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 地域の母親対象の事業で他の事業主体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 毎年多くの市民に参加いただいています。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 目標値を上回る市民に参加いただいています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 ＮＰＯ法人に事業運営をお願いしております。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他市においても様々な家庭教育事業が実施されています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
社会全体が家庭における子育てや教育を応援し支えていくことが求められ、地域において親の学びを支援する継

採択続的な取り組みを行っていくことが必要です。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   7頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時49分40秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0005751020 生涯学習課生涯学習係

事務事業 02491 生涯学習情報提供事業 電話番号 0566-76-1515
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 002 ちから
分野別 007 １１生涯学習
施策の取組 002 多様なニーズに応じた学びの機会の提供
事務事業 003 生涯学習情報提供事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 全部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト
根拠法令等 社会教育法第５条第１項第１６号、公民館の設置及び運営に関する基準第３条第２項

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 市民が

目的 生涯学習情報を容易に得ることができます。

手段 市の生涯学習情報を掲載した情報誌「あんてな」を発行します。情報誌概要版は市内全戸配布、製本版は地区公
民館で閲覧できるようにし、生涯学習情報を市民に提供します。

事務内容 生涯学習情報の収集、情報誌作成委託業者の選定・委託等

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 7,526 8,450 10,745
事業費 4,176 3,705 6,000
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 4,176 3,705 6,000

人件費計 3,350 4,745 4,745
正規（人） 0.50 0.65 0.65

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

生涯学習情報誌「あん 生涯学習情報誌「あん 生涯学習情報誌「あん
てな」発行 てな」発行 てな」発行

【事務事業活動実績】

IP27P040



   8頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（２/２）
15時49分40秒

評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0005751020 生涯学習課生涯学習係
事務事業 02491 生涯学習情報提供事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

生涯学習情報誌の発行 0.00 4.00 4.00
回数 回

4.00 4.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 市の情報提供であり、他の事業主体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 市民が生涯学習情報を得る手段として利用されています。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 目標どおりの発行ができています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 ホームページ、カタログポケット、ＬＩＮＥにてＰＲを行いました
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他の自治体においても様々な手法で情報提供されています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
市民が欲しい情報が、欲しい時に取得できるよう、生涯学習情報誌「あんてな」を通じて多様な情報の提供を進

採択めます。また、より分かりやすい、使いやすい情報誌となるようにアプリ活用による情報提供を加えるなど、市
民が生涯学習情報を得る重要な手段として継続的に実施していくことが必要です。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   9頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時49分40秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0005751020 生涯学習課生涯学習係

事務事業 02493 公民館講座事業 電話番号 0566-76-1515
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 002 ちから
分野別 007 １１生涯学習
施策の取組 002 多様なニーズに応じた学びの機会の提供
事務事業 004 公民館講座事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト
根拠法令等 社会教育法第５条第１項第６号、公民館の設置及び運営に関する基準第３条第１項

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 市民が

目的 多様な学習機会の提供を受けることができます。

手段 趣味・教養・健康づくりなど、一人ひとりの生きがいや充実した個人生活の実現につながる学びの機会を提供し
、ライフステージ、学びのレベルに応じた学習機会の提供を進めます。

事務内容 講座の企画、講師の依頼、周知、受講生の募集、開催、謝礼の支払

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 87,230 97,389 105,322
事業費 11,520 11,614 17,357
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 388 413 651
一般財源 11,132 11,201 16,706

人件費計 75,710 85,775 87,965
正規（人） 11.30 11.75 12.05

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

地区公民館10館で公民 地区公民館10館で公民 地区公民館10館で公民
館講座、家庭教育学級 館講座、家庭教育学級 館講座、家庭教育学級
、乳幼児学級、高齢者 、乳幼児学級、高齢者 、乳幼児学級、高齢者
教室、へきしんギャラ 教室、へきしんギャラ 教室、へきしんギャラ
クシープラザでシルバ クシープラザでシルバ クシープラザでシルバ【事務事業活動実績】
ーカレッジ、ものづく ーカレッジ、ものづく ーカレッジ、ものづく
り講座等を開催 り講座等を開催 り講座等を開催

IP27P040



  10頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（２/２）
15時49分40秒

評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0005751020 生涯学習課生涯学習係
事務事業 02493 公民館講座事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

生涯学習講座・教室の 0.00 7,500.00 7,700.00
受講者数 人

7,464.00 7,231.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 公民館講座であり、他の事業主体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 講座によっては、抽選で受講者を決定しています。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 ２

理由 年により増減があり、前年度と比較すると後退しています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 講座ごとにアンケートを実施し、次の講座企画の参考としています
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他の自治体でも同様に公民館講座を実施しています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
社会情勢が刻々と変化しており、生涯学習に求められるテーマもますます多様化する中で、市民一人ひとりの生

採択きがいや充実した個人生活の実現につながる学習機会の充実を図るため、市民ニーズにあった講座・教室を開催
していく必要があります。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



  11頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時49分40秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0005751020 生涯学習課生涯学習係

事務事業 02494 公民館地域ふれあい事業 電話番号 0566-76-1515
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 002 ちから
分野別 007 １１生涯学習
施策の取組 003 学びの成果を地域にいかすつながりづくり
事務事業 001 公民館地域ふれあい事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

昭和55年度事業期間 ～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト
根拠法令等 社会教育法第５条、第２０条、公民館の設置及び運営に関する基準第６条

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 地域住民や地区公民館の利用団体が

目的 地域における交流を深めるようになります。

手段 地区公民館において、地域住民や利用団体が交流する機会と、学習の成果を発表する機会を提供するため、ふれ
あい事業や公民館まつり等の事業を実施します。

事務内容 地域代表の住民等と事業内容の検討、事業の住民へのＰＲ、事業の実施及び予算の執行

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 91,591 96,846 100,649
事業費 9,516 9,611 12,684
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 9,516 9,611 12,684

人件費計 82,075 87,235 87,965
正規（人） 12.25 11.95 12.05

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

地区公民館10館で公民 地区公民館10館で公民 地区公民館10館で公民
館まつりを開催 館まつりを開催 館まつりを開催

地区公民館で子どもま 地区公民館で子どもま 地区公民館で子どもま
つり、芸能まつり等の つり、芸能まつり等の つり、芸能まつり等の【事務事業活動実績】
開催 開催 開催

IP27P040



  12頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（２/２）
15時49分40秒

評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0005751020 生涯学習課生涯学習係
事務事業 02494 公民館地域ふれあい事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

公民館まつり等のふれ 0.00 30,000.00 30,000.00
あい事業参加者数 人

29,285.00 28,698.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 公民館の地区が対象であり、他の事業者が行うものではありません
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 例年多くの方に参加いただいています。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 ２

理由 年によって増減があり、前年度と比較すると後退しています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 公民館まつり実行委員会で、運営方法について協議しています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他の施設においても同様の事業が実施されています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
地区公民館において、幅広い世代の地域住民の交流を広げるために、各地域、公民館において地域住民のニーズ

採択を踏まえつつ、特色ある事業を展開していく必要があります。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



  13頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時49分40秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0005751020 生涯学習課生涯学習係

事務事業 02498 講座等参加支援事業 電話番号 0566-76-1515
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 002 ちから
分野別 007 １１生涯学習
施策の取組 002 多様なニーズに応じた学びの機会の提供
事務事業 005 講座等参加支援事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 義務的／政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト
根拠法令等 社会教育法第５条第１項第６号、公民館の設置及び運営に関する基準第３条第１項

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 子育て世代が

目的 希望する講座を受講しやすい環境を作ります。

手段 子育て世代への講座参加支援として、託児付きの講座を開催します。

事務内容 託児者の配置、報償費の支払、託児世話人研修会の開催、託児世話人賠償責任保険の加入

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 3,615 3,968 5,278
事業費 2,610 2,873 4,183
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 22 26 38
一般財源 2,588 2,847 4,145

人件費計 1,005 1,095 1,095
正規（人） 0.15 0.15 0.15

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

託児付講座の開催 託児付講座の開催 託児付講座の開催

【事務事業活動実績】

IP27P040



  14頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（２/２）
15時49分40秒

評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0005751020 生涯学習課生涯学習係
事務事業 02498 講座等参加支援事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

参加支援をした講座数 0.00 35.00 35.00
講座

31.00 38.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 市事業で託児を行うものであり、他で行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 多くの方に利用いただいています。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 年によって増減はありますが、順調に推移しています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 １

理由 託児グループとの打ち合わせを行っています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他の自治体でも託児を行っています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
育児に携わる方への生涯学習を推進していくため、市民や市民団体の協力を得ながら、託児付きの公民館講座を

採択継続的に開催していく必要があります。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   1頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時49分56秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0005752110 生涯学習課青少年の家指導係

事務事業 02499 青少年の家管理運営事務 電話番号 0566-76-3432
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 002 ちから
分野別 007 １１生涯学習
施策の取組 004 市民の主体的な学びを支える環境づくり
事務事業 005 青少年の家管理運営事務

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

昭和58年度事業期間 ～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト
根拠法令等 安城市青少年の家の設置及び管理に関する条例

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 青少年の家利用者が

目的 施設を快適に利用することができます。

手段 青少年が研修等の活動を行うため施設内の部屋を貸し出し、活動をする場所を提供します。

事務内容 利用申請書の受付、施設管理事務等

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 24,806 25,976 35,004
事業費 22,126 23,056 32,084
国庫支出金 69 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 2,457 2,447 2,100
一般財源 19,600 20,609 29,984

人件費計 2,680 2,920 2,920
正規（人） 0.40 0.40 0.40

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

青少年の家利用回数 青少年の家利用回数 （見込み）
　５，４１４回 　５，５３３回 青少年の家利用回数
利用人数 利用人数 　５，１００回
　５１，７０４人 　５３，８３３人 利用人数

　５０，０００人【事務事業活動実績】

IP27P040



   2頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（２/２）
15時49分56秒

評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0005752110 生涯学習課青少年の家指導係
事務事業 02499 青少年の家管理運営事務

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

青少年の家利用登録団 0.00 90.00 90.00
体数青少年団体 団体

85.00 94.00 0.00

青少年の家利用登録団 0.00 70.00 50.00団体体数一般団体
67.00 55.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 青少年の健全育成を目的とした唯一の施設です。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 ２

理由 宿泊利用が減少しています。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 ２

理由 活動方法の多様化により一般団体の登録が減少しています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 利用促進につながる取り組みを実施しました。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 利用団体が必要とするサービス水準です。
【１次評価結果】

休止・廃止・終了事業の方向性
青少年の健全育成を目的とした施設であり、青少年団体等の活動の場として利用されています。

採択宿泊研修利用の減少及び施設の老朽化に伴い、青少年事業を文化センターに機能移転のうえ令和８年度に施設閉
館を予定しているため、利用団体への周知を図ります。機能移転に伴い、移転先改修、移転作業等事業費が増加
する見込みです。１次コメント

（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   3頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時49分56秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0005752110 生涯学習課青少年の家指導係

事務事業 02500 少年団体支援事業 電話番号 0566-76-3432
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 002 ちから
分野別 007 １１生涯学習
施策の取組 001 １１生涯学習　その他
事務事業 002 少年団体支援事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

昭和59年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト
根拠法令等

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 小学生が

目的 参加する活動を通して健全育成が図られます。

手段 活動する団体等（スカウト、子ども会）に対して補助を行うことで健全育成活動の円滑化・充実化を図ります。

事務内容 安城市スカウト連絡協議会、安城市子ども会育成連絡協議会、又は同協議会における各学区育成会の計画・補助
金の申請、事業実施、事業報告、補助金の交付。

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 10,975 10,891 12,014
事業費 5,615 5,051 6,174
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 5,615 5,051 6,174

人件費計 5,360 5,840 5,840
正規（人） 0.80 0.80 0.80

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

安城市子ども会加入者 安城市子ども会加入者 （見込み）
数３，８０６人 数３，２５２人 安城市子ども会加入者
ボーイスカウト・ガー ボーイスカウト・ガー 数２，８３８人
ルスカウト加入者数２ ルスカウト加入者数２ ボーイスカウト・ガー
５５人 ４９人 ルスカウト加入者数２【事務事業活動実績】

２６人

IP27P040



   4頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（２/２）
15時49分56秒

評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0005752110 生涯学習課青少年の家指導係
事務事業 02500 少年団体支援事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

子ども会加入者数 0.00 3,252.00 2,838.00
人

3,806.00 3,252.00 0.00

スカウト加入者数 0.00 249.00 226.00人
255.00 249.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 ２
理由 地域で活動する団体の支援であり、他機関の補助では不十分です。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 少年団体から支援を必要とされています。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 子どもの減少及び選択肢の多様化により加入者が減少しています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 活動内容の見直し、役員の負担軽減を進めています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他自治体も同様の事業を実施しています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
地域での団体活動や奉仕活動を通して子どもたちの健全育成を図ります。

採択加入者数が減少傾向にあるため、各団体の活動内容の見直しや魅力の発信を促すとともに、役員や指導者の負担
軽減を検討します。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   5頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時49分56秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0005752110 生涯学習課青少年の家指導係

事務事業 02501 青年講座事業 電話番号 0566-76-3432
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 002 ちから
分野別 007 １１生涯学習
施策の取組 001 １１生涯学習　その他
事務事業 003 青年講座事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

昭和27年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト
根拠法令等

平成２８年度の事務事業の見直しにより、平成２９年度から以下の事業を統合しています。
・ユースカレッジ事業　・ヤングセミナー事業 所属長名

担当者

備考

【事業分析】
対象 講座に参加する青年が

目的 余暇を有効に活用して、生涯学習を行う又は深める機会を提供します。

手段 様々な分野で、青年自身の生涯学習となる講座を年間を通じて開催します。

事務内容 講座の企画・立案、開催。講師の選定。受講者の募集。

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 6,539 6,818 7,526
事業費 1,179 978 1,686
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 32 24 11
一般財源 1,147 954 1,675

人件費計 5,360 5,840 5,840
正規（人） 0.80 0.80 0.80

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

青年講座数　８講座 青年講座数　８講座 （見込み）
ユースカレッジ講座回 ユースカレッジ講座回 青年講座数　６講座
数　３７回 数　３３回 ユースカレッジ講座回

数　２６回
【事務事業活動実績】

IP27P040



   6頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（２/２）
15時49分56秒

評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0005752110 生涯学習課青少年の家指導係
事務事業 02501 青年講座事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

ヤングセミナー（青年 0.00 80.00 60.00
講座）参加者数 人

78.00 59.00 0.00

ユースカレッジ修了者 0.00 15.00 15.00人数
16.00 17.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 ２
理由 青年の育成を目的として事業のため市が実施します。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 ２

理由 学習機会の多様化により参加者・修了者が減少しています。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 ２

理由 学習機会の多様化により参加者・修了者が減少しています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 講座内容の見直しを実施しています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 ２

理由 青年講座は他と同水準であるが、ユースカレッジは縮小傾向です。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
青年に充実した学びの場を提供することで、知識や教養を高め、健やかな青少年の育成に寄与しています。一方

採択参加希望者が減少傾向にあるため、今後の在り方を検討する必要があります。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   7頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時49分57秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0005752110 生涯学習課青少年の家指導係

事務事業 02502 成人の日記念事業 電話番号 0566-76-3432
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 002 ちから
分野別 007 １１生涯学習
施策の取組 001 １１生涯学習　その他
事務事業 004 成人の日記念事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト
根拠法令等

２０２２年４月の民法改正に伴い、成年年齢が２０歳から１８歳に引き下げられたが、従来どおり２０歳を対象
としてお祝いの式典を開催することとした。 所属長名
２０２３年１月以降は、式典の名称を「成人式」から「二十歳を祝う会」に変更。 担当者

備考

【事業分析】
対象 今年度二十歳を迎える人が

目的 人生の節目を祝福されるため、二十歳を祝う会に参加します。

手段 二十歳を祝福する記念式典とアトラクションを開催します。

事務内容 二十歳を祝う会の開催
・実行委員会の開催　・会場設営、警備などの委託　・記念冊子作成　・対象者、来賓等への案内

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 9,679 10,166 12,518
事業費 5,659 5,786 8,138
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 10 10 10
一般財源 5,649 5,776 8,128

人件費計 4,020 4,380 4,380
正規（人） 0.60 0.60 0.60

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

対象者の参加者数 対象者の参加者数 （見込み）
計１，４９７人 計１，５４５人 対象者の参加者数
（東祥アリーナ安城に （東祥アリーナ安城に 計１，４５８人
て開催） て開催） （東祥アリーナ安城に

て開催）【事務事業活動実績】
※令和６年度から１部
制。

IP27P040



   8頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（２/２）
15時49分57秒

評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0005752110 生涯学習課青少年の家指導係
事務事業 02502 成人の日記念事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

式典の参加者率 0.00 76.00 76.00
％

75.80 77.30 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 他機関では実施していません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 参加率が７７％あり、祝いの場として必要です。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 目標以上に出席があります。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 記念冊子事業を広告収入で賄い、事業費を削減しています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他自治体も同様のサービスを実施しています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
二十歳という人生の節目を祝う場として必要であるため、継続して実施します。

採択駐車場までの誘導が適切に行われないことがあるため、スムーズな誘導ができるような導線の計画が必要です。
また、会場設営にあたり職員の負担が大きかった旗・看板設置等について、委託できるよう契約、仕様を精査す
る必要があります。１次コメント
なお、会場設営委託及び冊子印刷に係る事業費が増加する見込みです。（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）
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   9頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時49分57秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0005752110 生涯学習課青少年の家指導係

事務事業 02503 青少年指導者養成事業 電話番号 0566-76-3432
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 002 ちから
分野別 007 １１生涯学習
施策の取組 001 １１生涯学習　その他
事務事業 005 青少年指導者養成事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

昭和28年度事業期間 ～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト
根拠法令等

平成２８年度の事務事業の見直しにより、平成２９年度から次に掲げる事業を統合しています。
・青年指導者養成講座　・ジュニアリーダー　・年少リーダー育成事業　・市民盆踊りの集い開催事業 所属長名
平成２９年度の公開行政レビューの結果、平成３０年度から市民盆踊りの集い開催事業を廃止しています。 担当者

備考

【事業分析】
対象 青少年が

目的 生涯学習の機会を得て、社会活動への参加・交流及び地域のリーダーとしての資質を得ます。

手段 青少年が行事を企画・実施する能力を養うため、研修会に参加し、地域のイベント等でアトラクション等を企画
・実施します。

事務内容 研修会開催通知発送、行事企画運営の指導、指導者の育成。

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 1,179 1,228 1,375
事業費 509 498 645
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 509 498 645

人件費計 670 730 730
正規（人） 0.10 0.10 0.10

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

ジュニアリーダー研修 ジュニアリーダー研修 （見込み）
会、市子連行事及び市 会、市子連行事及び市 ジュニアリーダー研修
主催行事参加回数１３ 主催行事参加回数１３ 会、市子連行事及び市
回 回 主催行事参加回数１３

回【事務事業活動実績】

IP27P040



  10頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（２/２）
15時49分57秒

評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0005752110 生涯学習課青少年の家指導係
事務事業 02503 青少年指導者養成事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

ジュニアリーダークラ 0.00 16.00 21.00
ブ会員数 人

16.00 21.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 地域におけるリーダーの養成であり、市が実施します。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 子ども会から派遣要請があります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 新規加入が例年より多く、退会者が少なかったため増加しました。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 充実した研修内容になるよう検討・改善に努めています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他自治体にも同様の事業があります。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
地域のリーダーとなるべく必要な知識や企画力を習得し、活躍できる青少年の養成を目的としており、今後も継

採択続する必要があります。なお、活躍の場が年々減少していますので、子ども会等に周知し活躍の機会を創出する
必要があります。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）
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  11頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時49分57秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0005752110 生涯学習課青少年の家指導係

事務事業 02504 青少年健全育成事業 電話番号 0566-76-3432
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 002 ちから
分野別 007 １１生涯学習
施策の取組 001 １１生涯学習　その他
事務事業 006 青少年健全育成事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

昭和57年度事業期間 ～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト
根拠法令等 安城市青少年愛護センターの設置及び管理に関する条例

平成２８年度の事務事業の見直しにより、平成２９年度から以下の事業を統合しています。
・青少年健全育成会等活動推進事業　・青少年街頭指導事業　・こども110番の家設置事業 所属長名
・地域のおじさん・おばさん運動推進事業 担当者
平成３０年度をもって、地域のおじさん・おばさん運動を廃止し、青少年街頭指導を休止しました。備考
平成３１年度より事務事業名を以下のとおり変更しています。
　（旧称）青少年愛護センター事業　　（改名）青少年健全育成事業

【事業分析】
対象 青少年を

目的 地域で見守ることで有害環境から守り、家庭の外での安全性を確保し、青少年の健全育成に資するものです。

手段 青少年に対しての声かけ、こども１１０番の家ののぼり旗設置による犯罪抑止、各小中高等学校の青少年健全育
成会等に活動を委託しています。

事務内容 青少年健全育成の推進。各小中高等学校の青少年健全育成会等との委託契約、活動内容の把握及び指導。こども
１１０番の家加入状況の管理とのぼり旗の配布。困難を抱える若者に対する相談支援。

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 22,289 24,021 25,751
事業費 16,259 17,451 19,181
国庫支出金 3,500 3,625 3,500
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 181 334 225
一般財源 12,578 13,492 15,456

人件費計 6,030 6,570 6,570
正規（人） 0.90 0.90 0.90

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

健全育成会数　３６ 健全育成会数　３６ （見込み）
健全育成協議会数　９ 健全育成協議会数　９ 健全育成会数　３６
こども１１０番の家の こども１１０番の家の 健全育成協議会数　９
ぼり旗配布 ぼり旗配布 こども１１０番の家の
のぼり旗設置状況調査 のぼり旗設置状況調査 ぼり旗配布【事務事業活動実績】
（全件） （全件） のぼり旗設置状況調査
若者相談回数１１４６ 若者相談回数２１９９ （全件）
回 回 若者相談回数２２００
親の学習会　５回 親の学習会　６回 回

親の学習会　１回

IP27P040



  12頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（２/２）
15時49分57秒

評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0005752110 生涯学習課青少年の家指導係
事務事業 02504 青少年健全育成事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

こども１１０番の家設 0.00 1,160.00 1,100.00
置数 箇所

1,157.00 1,115.00 0.00

困難を抱える若者相談 0.00 120.00 210.00人者数
118.00 202.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 本市の青少年健全育成事業であり、他機関では実施していません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 社会全体の課題であり、必要とされています。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 ２

理由 高齢化に伴いこども１１０番の家の設置数が減少しています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 １

理由 困難を抱える若者にとって相談しやすい環境を整えています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 市民ニーズに見合う水準です。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
青少年の健全育成に必要な事業です。

採択青少年のを取り巻く環境は常に変化し、抱える問題も多様化しているため、時代にあった取り組みや支援方法を
検討し、継続していきます。なお、若者相談において、令和７年度に相談日を週３回から週５回に拡大したこと
に伴い、相談者が８４名増加しました。また、LINEによる相談を受けており、気軽に相談を受けられる環境も増１次コメント
加の要因となっています。（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



  13頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時49分57秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0005752110 生涯学習課青少年の家指導係

事務事業 02506 青少年ボランティア活動支援センター事業 電話番号
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 002 ちから
分野別 007 １１生涯学習
施策の取組 001 １１生涯学習　その他
事務事業 007 青少年ボランティア活動支援センター事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成15年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト
根拠法令等

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 青少年団体が

目的 活動においてボランティア講師等を必要とした場合の支援をします。

手段 ボランティア情報の収集・提供、相談などボランティアに関するコーディネートを行う。また、指導者や講師を
登録し、青少年活動を支援する人材として活用します。

事務内容 ボランティアの発掘、登録、コーディネート

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 2,180 2,350 2,649
事業費 1,510 1,620 1,919
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 1,510 1,620 1,919

人件費計 670 730 730
正規（人） 0.10 0.10 0.10

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

青少年ボランティアの 青少年ボランティアの （見込み）
コーディネート件数 コーディネート件数 青少年ボランティアの
１９件 １３件 コーディネート件数

１３件
【事務事業活動実績】

IP27P040



  14頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（２/２）
15時49分57秒

評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0005752110 生涯学習課青少年の家指導係
事務事業 02506 青少年ボランティア活動支援センター事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

コーディネート件数 0.00 15.00 13.00
件

19.00 13.00 0.00

登録者数 0.00 49.00 49.00人
49.00 49.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 ２
理由 ボランティア活動推進のため、市の活動も必要です。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 ２

理由 子ども会の減少に伴い、派遣コーディネート数が減少しています。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 ２

理由 コーディネート数は減少しています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 少年団体等に対し、派遣ＰＲを行いました。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 社協・市民活動センターで同様の事業を実施しています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
子ども会をはじめとした青少年団体がボランティアを必要とする機会があるため、ボランティアをコーディネー

採択トする当該事業は今後も継続して実施します。
青少年の家機能移転にあわせ、事業の在り方を検討します。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



  15頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（１/２）
15時49分57秒

【関連予算情報】評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0005752110 生涯学習課青少年の家指導係

事務事業 02507 子ども運動広場補助事業 電話番号 0566-76-3432
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 002 ちから
分野別 007 １１生涯学習
施策の取組 001 １１生涯学習　その他
事務事業 008 子ども運動広場補助事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

昭和53年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト
根拠法令等 子ども運動広場設置事業補助金交付要綱

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 子どもたちが

目的 地元の広場で安全に運動できます。

手段 町内会が設置する子ども運動広場の開設、設備の更新・修繕、管理にかかる費用等を補助金交付要綱に基づき、
補助しています。

事務内容 補助金交付要綱に基づき、町内会から申請書受理。その後審査、決定、交付事務。

（単位：千円）【コスト】
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 19,529 20,521 39,003
事業費 18,189 19,061 37,543
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 18,189 19,061 37,543

人件費計 1,340 1,460 1,460
正規（人） 0.20 0.20 0.20

その他経費 0 0 0

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

２２箇所の子ども運動 ２２箇所の子ども運動 （見込み）
広場に補助 広場に補助 ２２箇所の子ども運動

広場に補助

【事務事業活動実績】

IP27P040



  16頁
令和 8年 8月12日事務事業評価シート（２/２）
15時49分57秒

評価年度 令和 7年度 進捗区分 ２次評価
所属 0005752110 生涯学習課青少年の家指導係
事務事業 02507 子ども運動広場補助事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度

子どもたちの利用回数 0.00 1,361.00 1,180.00
回

1,361.00 1,180.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 ２
理由 町内会の管理運営する広場に補助をしています。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 地域の子どもたちや少年団体が利用します。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 ２

理由 利用回数が減少しています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 広場の管理状況を把握し、適正な補助を実施しました。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他事業の水準に合わせた補助となっています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
本事業は、町内会による子ども運動広場の開設や管理運営費用の一部を補助する事業であり、地域における子ど

採択もたちの体力向上及びスポーツ振興を図るために必要であるため、今後も事業を継続します。
なお、相続による土地所有者の異動に係る補助のため事業費が増加する見込みです。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041


